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こ
れ
か
ら
の
経
済
の
原
動
力
は
、

人
間
の
知
識
と
能
力
に
裏
付
け
ら
れ

た
「
創
造
性
」
で
す
。 

　

経
済
成
長
は
、
工
場
を
建
て
機
械

を
増
や
す
と
い
っ
た「
設
備
投
資
」や
、

「
人
口
増
」、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
産

業
を
生
み
出
す
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

中
で
も
、
蒸
気
機
関
な
ど
の
発
明
が
、

産
業
革
命
の
き
っ
か
け
に
な
る
な
ど
、

い
つ
の
時
代
も
、「
創
造
性
」
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
発
展
を
け
ん
引

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
の
経
済
は
、
農
業
経

済
、
工
業
経
済
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
を

経
て
、
情
報
・
知
識
を
中
心
と
す
る

経
済
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
創
造
性
」
の
開
発
は
、「
設
備
投
資
」

以
上
に
重
要
に
な
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
ア
イ
デ
ア
を
「
財
」
と

し
て
扱
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
技
術
、
産
業
、

富
な
ど
、
経
済
成
長
を
リ
ー
ド
す
る

も
の
す
べ
て
が
創
造
的
な
ア
イ
デ
ア

か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
創
造
性
は
無
限

の
資
源
な
の
で
す
。

　

こ
こ
数
年
で
起
き
た
先
進
国
の
経

済
低
迷
は
、「
創
造
性
」
の
開
発
に
注

力
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
経
済
成
長
を

主
導
す
る
人
た
ち
を
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ク
ラ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

彼
ら
は
、
科
学
、
医
療
、
工
学
、
建
設
、

デ
ザ
イ
ン
、教
育
、芸
術
、音
楽
、メ
デ
ィ

ア
、
芸
能
、
金
融
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
で
創
造
的

な
仕
事
を
す
る
人
た
ち
で
す
。

　
全
て
の
人
が
持
つ

「
創
造
性
」
を
引
き
出
せ

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
経
済
成
長
を

引
き
寄
せ
る
た
め
に
は
、
全
て
の
人

の
「
創
造
性
」
を
引
き
出
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
人
々
の
才
能
や
自
由
な

発
想
を
押
し
つ
ぶ
す
教
育
を
し
て
い

な
い
か
を
問
い
直
し
、
新
た
な
教
育
・

ス
キ
ル
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
み
出

す
の
で
す
。
こ
れ
が
、
私
た
ち
の
世

代
の
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
私

は
、
全
て
の
人
間
が
創
造
性
を
も
っ

て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
調
査
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
」
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は
労
働
人
口
の
３
分
の
１
で
し
た
が
、

彼
ら
が
生
み
出
す
富
は
、
国
の
全
収

入
の
３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク

ラ
ス
」
の
台
頭
が
、
ピ
ケ
テ
ィ
が
批

判
す
る
よ
う
な
「
格
差
拡
大
」
に
つ

な
が
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
低
賃
金

の
人
々
を
救
済
す
る
の
は
、
社
会
保

障
で
は
な
く
、
彼
ら
が
元
来
持
っ
て

い
る
「
創
造
性
」
を
引
き
出
し
、
成

功
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

創
造
性
を
生
む「
３
つ
の
Ｔ
」

　

創
造
的
な
人
材
が
生
ま
れ
る
条

件
と
し
て
、私
は
「
経
済
成
長
の

３
つ
の
T
」
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

T

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

echnology

（
技
術
）、T タ

レ
ン
ト

alent

（
才

能
）、T ト

レ

ラ

ン

ス

olerance

（
寛
容
性
）
で
す
。

　

T
echnology

（
技
術
）─
─
「
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
」
を
引
き

寄
せ
た
い
国
や
都
市
に
は
、
大
学
や

研
究
機
関
な
ど
が
常
に
新
た
な
技
術

を
生
み
、
企
業
に
還
元
で
き
る
環
境

が
必
要
で
す
。

　

T
alent

（
才
能
）─
─
国
や
都
市
が

成
長
す
る
に
は
、「
創
造
性
」の
高
い

人
を
、
ど
れ
だ
け
数
多
く
集
め
ら
れ

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
創
造
性
」
が
あ
る
人
々
が
、「
そ
こ
で

働
き
た
い
」
と
思
う
よ
う
な
場
所
で

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

Tolerance

（
寛
容
性
）─
─
「
創

造
性
」を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
多
く
の

価
値
観
を
受
け
入
れ
る
器
が
必
要
で

Technology（技術）
Talent（才能）
Tolerance（寛容性）

す
。
新
た
な
ア
イ
デ
ア
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
の
人
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

　

た
と
え
そ
れ
が
、
多
数
派
で
は
な

い
宗
教
や
人
種
の
移
民
な
ど
で
あ
っ

て
も
、
彼
ら
が
持
っ
て
く
る
新
し
い

ア
イ
デ
ア
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
。
そ
う
し
た
人
々
が
、
気

兼
ね
な
く
起
業
で
き
る
環
境
づ
く
り

も
必
要
で
す
。

　
日
本
の
経
済
も

「
創
造
性
」で
開
花
す
る

　

日
本
の
経
済
成
長
も
、
新
し
い

世
代
の
創
造
性
を
引
き
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

　
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
」の

数
や
、
彼
ら
の「
創
造
性
」
と
い
う

視
点
で
ラ
ン
キ
ン
グ
す
れ
ば
、
日
本

は
世
界
で
45
位
に
な
り
ま
す
。

　

で
も
私
は
日
本
の
成
長
に
楽
観
的

で
す
。
大
事
な
こ
と
は
過
去
の
延
長

線
上
で
経
済
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

未
来
を
見
据
え
る
こ
と
で
す
。

　

日
本
が
こ
れ
か
ら
も
、
世
界
経
済

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

は
、
人
の
創
造
性
を
開
発
す
る
努
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
（
談
）


